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　北東アジアの安全保障に関するウラン
バートル対話のΈにおける第̐回国
際会議が2017年6 1݄5、16日にモンゴル
外省の「ίンセンサス」ϗールͰ開催͞
Εたɻ͜ の「北東アジアの安全保障に関
するウランバートル対話」とい͏ の、モン
ゴルのTs��エルϕクドルジ大౷ （ྖ࣌）
が2013年3݄に開催͞Εた第7回ຽ主主
ٛ共ಉମֳ྅級会合においͯఏ͠ى た
のͰ͋るɻࠓ回の会議、モンゴル外
省、モンゴル国Ո安全保障会議戦略研
究所（ISS）にΑͬ ͯ৫͞Εたɻࠓ回の
会議いΘΏる「トラック1�5」の会議Ͱ͋
Γ、北東アジア（モンゴル、日ຊ、韓国、
ロシア、中国おΑͼ北ே）の関
ऀにՃ͑、ຽؒ専Ո・研究ऀがࢀՃ͠
たɻ͜ Εに対͠ ͯա3ڈ回の会議「トラッ
ク2」会議Ͱ͋ͬͯ 、「ඇ関ऀ」の
Έが議するܗとͳͬ ͯいたɻ͜ の΄か、
ถ国の代දモンゴルறࡏの外交、͞
らに国࿈ہ࣏（UNDPA）国࿈
ը（UNEP）、アジア財団といܭڥ たͬ国
際ػ関からࢀՃが͋ たͬɻࢀՃऀ国
外の190໊Ͱ͋ͬ たɻ
　開会͋い͞ Λͭߦ たͬの、モンゴル国
Ո大会議（国会）安全保障・外交ৗઃ委
員会のJ��エンフバヤル委員長、ISSのD��
ガンバト所長、UNDPAアジアଠฏ洋ہ
北東アジアଠฏ洋チームのιーニャ・バク
マン上級࣏専݉チームϦーダーͰ
͋ たͬɻ第1日に2ͭの全ମ会議がߦ
ΘΕ、第2日に2ͭの分科会がฒ͠ߦ
ΘΕたɻߦͯ
　会議主催ऀにΑΕ、北東アジアの
国ʑの経済తͳ相互ґଘ相ਂ·ͬ
ͯいるɻ͠ か͠ͳがら、ޙࠓ年ؒに安
全保障ڥがѱ化ͦ͠͏ ͳに Γ͋、
2017年現ࡏ、͜ のҬͰパラダイムม
化がى Γͭ͜ ͭ͋るɻ第1全ମ会議Ͱ、
͜のۙ࠷の北東アジア安全保障ڥの

パラダイムม化に関࿈͠たॾ問がऔΓ
上͛らΕたɻモンゴルӴ省理ہ長の
D��ムンフオチル大ࠤが͜のセッシϣンの議
長ΛΊ、Ҭの全6カ国の代දが͜Ε
らのॾ問にͭいͯのҙݟΛൃද͠たɻ
中国のൃදऀ、中国現代国際関研
究院（CICIR）日ຊ研究所のᒩখ٠副所
長Ͱ、北東アジアにܗ͞Εͭͭ͋る新
たͳ安全保障ମ੍の中Ͱ中国が໘す
る՝にͭいͯൃදΛߦ たͬɻ北ேの
外省ถ国研究所のϦ・Ϥンϐル副所長
「DPRKの自Ӵྗڧ化ࡦとேౡおΑ
ͼ北東アジアのฏ」とするൃදΛͬߦ
たɻ͜ のൃදの中Ͱಉࢯ、北ேܾ
ͯ͠戦૪Λ࢝Ίͳいが、いかͳる攻ܸに
対͠ ͯ報෮Λͩ͏ߦ Ζ͏ とい͏ と͜、֩ に
ͭいͯのҙཉ自Ӵྗのڧ化Λ͠ࢦ た
のͰ͋る͜ とΛڧ調͠ たɻ日ຊ国際問
研究所の高Ұ研究ސ問、北東
アジア安全保障டংの中Ͱͬ͜ىۙ࠷ ͯ
いるม化にͭいͯの自らのํݟΛհ͠
たɻ韓国の国Ո安保戦略研究院のイ・ώϣ
ンιクઌ任研究委員、北ேのຫ性త
ͳ経済ػة֩ ・ミサイル開ൃϓロάラムに
ਂ͘ 関ͯ͠いるたΊ、北ேの経済Λ
分析する͜ とが、Ҭ世քの安全保障
問Λ解ܾするたΊの第Ұาにͭͳがる
戦略త可能性Λ͏ͪ࣋ るとࢦఠ͠ たɻ·た、
ジϣンζϗϓΩンス大学高国際関大
学院ถ国韓国研究所のジェニー・タウン所
長ิࠤ、「トランϓݖのԼͰの東アジ
ア安全保障におけるถ国のׂ」とす
るൃදΛߦ たͬɻಉࢯ、ウランバートル
対話のΑ͏ ͳ多国ؒ対話がҬの安全保
障安ఆにॏཁͰ る͋͜ とΛڧ調͠ たɻ
　第2全ମ会議Ͱ、北東アジアにおけ
る安全保障の現ঢ়ΛվળするたΊのಓے
Λ議͠ たɻISSのD��ムンフトΡール研究
主װが͜のセッシϣンの議長ΛΊたɻ北
東アジアの6か国の΄か、ถ国おΑͼドイ

ツの代ද͜ の問にͭいͯのͦΕͧΕ
のํݟΛൃද͠ たɻジϣージタウン大学の
アレクサンダー・マンスーロフಛ任教授（安
全保障学）、ถ国の対北東アジア主ཁ
国とのೋ国ؒ関に関する外交ࡦに
͖ͯى いる現ࡏの༳Εが長ظతにͲのΑ
ͳ͏ӨڹΛٴ΅すかΛධՁする͜ と͠

いのの、い͘ ͭか৺ͳஹީがݟらΕる
とड़たɻྫ͑、THAAD 問のたΊ
ιウルの北ژとの関ෳࡶにͳͬ ͖ͯ ͯ
おΓ、中国に対するถ国のѹྗ中国の
対ロシア関にۓ張Λたら͠ ͯおΓ、中
国と南北ேとの関ѱ化ͯ͠いるΑ
に͏͑ݟ、݁ Ռతに中国のͦΕͧΕの

に対するӨྗڹԼ͠ ͯいるɻಉ࣌
に、ถ国の対ロシア関のվળのಈ ͖
ͬ·ࢭ ͯいるΑ͏ にݟ る͑ɻ͜ ͏͠ た中、日
ຊトランϓ大౷ྖのॳಈから࠷大のԸ
Λಘͯいるɻ͞ܙ らに、ϕルϦン自༝大学
第2研究部（北ேおΑͼ国際安全保
障）のエϦック・バルバッハ部長、長ظ
にଘଓ͠ る͏多国ؒߏػߏ国相互Ͱ
のೋ国ؒのਂい৴པ関にΑͬ ࢧͯ ら͑
Εるඞཁが Γ͋、北東アジアの多国ؒͰ
のいかͳるऔΓΈ、·ͣ ೋ国ؒ関の
ਖ਼ৗ化がٻΊらΕるとࢦఠ͠ たɻ
　2日に、2ͭの分科会がฒ͠ߦ ߦͯ
ΘΕたɻ1ͭ北東アジアにおけるエネル
ギー࿈݁のؚҙにͭいͯ議͠ 、͏ 1ͭ
北東アジアにおけるڥの安全保障協
ྗのؚҙがテーマͰ͋ͬ たɻ
　エネルギー安全保障ͳらͼにインフラ
の安全保障、経済ൃలのॏཁかͭ戦
略తͳཁૉͰ Γ͋、国Ոの安ఆ性Λた
らすɻͦ͜Ͱ、第1分科会Ͱ、Ҭに
おけるエネルギー࿈݁の可能性と՝に
関する問Λ中৺に議͠たɻ分科会
の議長、モンゴルエネルギー省ࡦ・
՝の࢈生・ࢿہըܭ B��スガル՝長が
Ίたɻ東アジア・アセアン経済研究セン
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会議・視察報告

ター（ERIA）エネルギーエίノミストの李
ͳҬ協ྗڧ、ࢯ൹ݵ ・ྗҬ調
࣏త安ఆ、৴པৢのॏཁ性Λڧ
調͠、֤国ؒのエネルギー࿈݁のલఏ
݅と͠ ͯハイレϕルͰの相互ίミットϝン
トがඞཁͰ͋るとड़たɻ͜ の分科会Ͱ
、චऀ「北東アジアͰのૉエネ
ルギー協ྗ」と͠ たൃදΛߦ たͬɻͦ の
中Ͱ、北東アジアのૉエネルギー
協ྗに関Θる2ͭのۙ࠷の研究報告ॻΛ
հ͠たɻ1ͭ「ީؾมಈの؇ࡦ－
北東アジアからのブレークスルー」Ͱ、͜
Ε2016年のERINA 招聘外国人研
究員Ͱロシアの国ཱ高経済学院ڥ・
ఱ然ݯࢿ経済センター長のήオルギー・サ
フΥーノフ教授とචऀがऔΓ·とΊたのͰ
Γ͋、͏ 1ͭアジア国際ૹి研究会

にΑる「アジア国際ૹి研究会中ؒ報
告ॻ」Ͱ る͋ɻલऀの主ཁͳϝッセージ、
次のΑ͏ に·とΊる͜ とがͰ͖ るɻすͳΘͪ、
北東アジアҬ、Ҭに る͋ݯࢿ・ノウ
ハウ・ࢿΛ׆༻͠ ͳがら、大نͳ
ૉ化のಓےΛ進Έ、カーϘン・ニュートラル
ͳ経済Λൃలͤ͞るたΊの互いのྗΛ
ԉ・ଅ進͠ࢧ 、技術ϕースのインフラۀ࢈、
エネルギー・༌ૹシステムΛঃʑにάレード
アッϓ͠ ͯい͘ に、ඇৗにҐஔに る͋、
とい͏ とͩ͜ ɻ͏ 1ͭの「アジア国際ૹి
研究会中ؒ報告ॻ」がڧ調͠ ͯいるの
、次の2Ͱ͋るɻ第1に、北東アジア
Λಛͮけͯいる࠷大のཁૉ、ෳの
ಈの中৺が相互׆大ͳधཁ、経済ڊ
にྡͯ͠いる͜ とͰ͋るɻ第2に、北東
アジアͰのిྗܥ౷の相互࿈݁Λݕ౼
する͜ とҙٛが Γ͋、ͦ の際、モンゴル
の大ͳ再生可能エネルギーϙテンシャ
ル大いににするɻモンゴルమಓ
技術協会のL��ϓレルバータル会長、͜
の分科会のൃදにおいͯ、Ҭの経済
協ྗのଅ進と相互࿈݁性の上のたΊ、
「北東アジア༌ૹ࿈合」Λઃཱする͜ とΛ
ͼֻけたɻݺ

　͏ Ұͭの、ڥの安全保障にͭいͯ
の分科会Ͱ、世քਫパートナーシッϓ
の議長Ͱݩモンゴルڥ・άϦーン開ൃ
大ਉの S��オϢンࢯが議長ΛΊたɻ現
協ྗϓロάラムڥ北東アジアҬ、ࡏ

（NEASPEC）、東アジアࢎ性ӍモニタϦ
ンάネットϫーク（EANET）、日中韓ࡾϱ
国ڥ大ਉ会合（TEMM）ͳͲい͘ ͭか
の多国ؒͰのڥ協ྗのऔが進Ίら
Εͯいるɻ͠ か͠ͳがら、新たにൃ生͠
ͭͭ͋るڥ問Ͱ͋るީؾมಈ、͋
るいසنΛ૿す自然ࡂͳͲ

に関する多国ؒ協ྗΛڧ化する͜ と、
NEASPEC  TEMM のׂΛվળ͠
Ҭの多国ؒڥ協ྗの調Λ図る͜ と
ͳͲが、ۓ٤の՝とͳͬ ͯいるɻ
　ด会͋いͭ͞の中Ͱ、モンゴルの Ts��
ムンフ・オルギル外大ਉ、多国ؒ主ٛ
モンゴルの外交ࡦのカギͰ͋る͜ とΛ
再ڧ調͠ 、「ウランバートル対話」がトラッ
ク̎ からトラック1�5に進化͠ た と͜Λܴ͠
たɻ
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